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取り外し可能なヘッドコンセプトエンジン

このテストエンジンは、モデルTのエンジンの設計につながる重要な一歩を示し

たと言えるでしょう。初期の自動車設計においてエンジンブロックはシリンダー

の一端を閉じた状態で製造する事が提唱されていました。一端が閉じられ

たシリンダーは取り外し可能のカバーよりもはるかに作るのが複雑で大変でし

た。しかし一方で、取り外し可能のカバーは高圧の燃焼ガス及び冷却液が

外に逃げ出す恐れがありました。ヘンリーフォードが生産する車の台数を考

えると、取り外し可能なヘッドコンセプトエンジンを作る事の容易さが決め手と

なり、ついに変更する事になりました。このコンセプトエンジンのフライホイール

は前モデルNエンジンと同様に、エンジンの前に丸出しになって突き出ていま

す。モデルTのフライホイールとマグネトは最終的にエンジンブロックとトランスミッ

ションの間に設置されました。
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同じ鋳物内にある4つのシリンダー

取り外し可能なヘッドコンセプトエンジン

遊星歯車機構

デザインは複雑になったが、よりもちの良い車

に
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